

































































　　第 2 章 補遺 : 協力（協調）概念
　第 3 章　リレーションシップ・マーケティングの諸相




































































































ミットメントの理解に焦点が当てられている。第 2 部の検討課題は大きく 2 つに分けられる。
ひとつはコミットメントとは何かという問題であり、もうひとつはコミットメントはなぜ形
成されるのかという問題である。
























このうち計算的コミットメントの先行要素に関する議論は、第 7 章から第 11 章で行われ



























第 13 章では、まず既存研究にみられる代表的な包括モデルとして、Morgan and Hunt


















































（2）第 13 章までの概念的および経験的研究と、第 14 章における戦略的議論のつながりがよ














本論文提出者の久保田進彦は、1988 年 3 月に明治学院大学経済学部を卒業後、同年 3 月よ
り 1994 年 3 月まで 6 年間にわたり株式会社サンリオに勤務した。その後、1994 年 4 月に早
稲田大学大学院商学研究科修士課程に進学し、1996 年 3 月に修士（商学）を取得している。
1997 年 4 月に同研究科博士後期課程に進学し、2001 年 3 月に単位取得退学をした。
2001 年 4 月には中京大学商学部に専任講師として採用され、2003 年 4 月から同学部助教
授に昇任した。また 2008 年 4 月からは東洋大学経営学部准教授となり、2011 年 4 月より同
学部教授となっている。
本論文提出者は、この間、教育活動に真摯に取り組むとともに、日本商業学会、日本広告
学会、日本消費者行動研究学会等で積極的に研究発表を続けている。また 2007 年 5 月には、
本論文に組み込まれた多次元的コミットメントモデルに関する論文に対して、日本商業学会
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